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「ごみ」は、私たちに

とって一番身近な環境問

題の一つです。彦根市で

は、８種類の分別による

収集体制を整え、リサイ

クルなどを進めています

が、ごみの量は年々増加

しています。

このようななかで、彦根市では、ごみ処理の有料化も含

めた、ごみの減量対策と、より一層のリサイクルの推進な

ど、総合的なごみの減量対策について、「彦根市廃棄物減

量等推進審議会」を設置し、市民の皆さんも交えて検討を

しています。

そこで、今年の市民環境フォーラムは、「ごみ」をテー

マにとりあげます。ごみの減量について、皆さんもいっし

ょに考えてください。

日時 10月20日 10：00～12：00

場所 大学サテライト・プラザ彦根（アル・プラザ彦根６階）

内容　第１部　基調報告　中野桂さん（滋賀大学准教授）

市民発表　各地のごみ対策

第２部　パネルディスカッション　など

参加費 無料　

※参加を希望する人は、 生活環

境課へ申し込んでください。

申込・問い合わせ先 生活環境課

30 6116、FAX27 0395
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秋
の
行
政
相
談
週
間

10
月
15
日

〜
同
21
日

国
や
公
社
、
公
庫
、
公
団
な
ど
の
仕

事
に
つ
い
て
、「
苦
情
や
要
望
を
ど
こ

に
言
え
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」

「
苦
情
を
言
い
た
い
が
、
直
接
は
言
い

に
く
い
」
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
こ
ん
な
と
き
、
国
か
ら

委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。「
広
報
ひ
こ
ね
」
で

お
知
ら
せ
し
て
い
る
相
談
日
の
ほ
か
、

次
の
連
絡
先
に
直
接
相
談
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

彦
根
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よ
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（
平
田
町
１
８

５
39

23
１
１
５
２
番
）

加
藤
甚
三
さ
ん
（
中

二
丁
目
６
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３
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番
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10
月
の
行
政
相
談

９
日

午
後
１
時
〜
同
３
時

市
民
相
談
室
（
市
役
所
１
階
）

22
日

午
後
１
時
〜
同
３
時

亀
山
出
張
所

24
日

午
後
１
時
〜
同
３
時
30
分

大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
・
プ
ラ
ザ
彦
根

（
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
彦
根
６
階
）

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く
り
推

進
室

30

６
１
１
７
番
、
Ｆ
Ａ
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22
１
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登
録
文
化
財
は
、
建
造
物
な
ど
の
有

形
文
化
財
を
活
用
し
な
が
ら
保
存
す

る
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
登
録
制
度
で

す
。
彦
根
市
内
で
は
、「
滋
賀
大
学
経

済
学
部
講
堂
」「
滋
賀
大
学
陵
水
会
館
」

「
中
村
商
家
保
存
館
」
が
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
新
た
に
「
ス
ミ
ス
記
念
堂

（
本
町
三
丁
目
）」
が
登
録
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

ス
ミ
ス
記
念
堂
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の

ス
ミ
ス
牧
師
が
、多
額
の
資
財
を
投
じ
、

昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）
に
建
設
し
た

和
風
礼
拝
堂
で
す
。
伝
統
的
な
寺
社
建

築
を
基
本
と
し
つ
つ
、
要
所
に
キ
リ
ス

ト
教
ゆ
か
り
の
文
様
が
施
さ
れ
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。
道
路
の
拡
幅
に
と
も

な
い
解
体
・
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
旧
市
立
病
院
の
看
護
婦
宿
舎
跡
地

に
移
転
・
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
文

化
財
課
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番

「
ス
ミ
ス
記
念
堂
」
が
登
録
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
す


